
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

辺野古新基地建設の断念を 日比谷野音で集会 
１月 27 日、日比谷野外音楽堂で辺野古新基地の

建設に反対する集会が行われました。主催は「止め

よう！辺野古埋立て」国会包囲実行委員会。 

10 年前の同じ日に、沖縄県の 41 全市町村長・

市町村議会議長が署名・捺印し、「オスプレイの配

備撤回・普天間飛行場の閉鎖・撤去と県内移設断

念」を求める「建白書」を首相に手渡しました。 

その後、県知事選と県民投票では辺野古新基地建

設に反対する県民の民意が示されてきましたが、政

府は埋め立て工事を強行し続けています。 

集会では、玉城知事のビデオメッセージやリレー

トークで「辺野古新基地建設の断念を求める国会請

願署名」が呼びかけられました。参加者は辺野古新

基地建設を許さないコールをあげ、デモ行進しまし

た。日音協と歌の仲間たちは、開会前のお迎え演奏

とデモ行進に出発する参加者をお見送りする演奏を

しました。 

「辺野古新基地建設断念を求 

める国会嘆願署名」にご協力を 

お願いいたします。 

署名用紙はＱＲコードまたは 

下記から取り出してください。 
http://www.peace-forum.com/info/seigan-henoko.html 
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１
月
３１
日
、
第
２
回
新
潟
県
実
行

委
員
会
が
長
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
１
回
実
行
委
員
会
（
１２
月

１９
日
）
は
豪
雪
に
よ
り
書
面
開
催
と

な
っ
た
た
め
、
事
実
上
の
「
初
顔
合

わ
せ
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 

新
潟
県
実
行
委
員
長
で
あ
る
牧
野

連
合
新
潟
会
長
か
ら
「
（
第
１
回
と
同

様
に
）
第
２
回
も
大
雪
だ
っ
た
が
、

何
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
前
回
の
新
潟
音
楽
祭
の
）
２
０
１

０
年
（
第
４３
回
）
か
ら
代
替
わ
り
も

あ
り
体
制
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
長

岡
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
「
花
火
」
を

テ
ー
マ
に
音
楽
祭
の
成
功
に
向
け
て

進
め
て
い
き
た
い
。
」
と
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

中
央
実
行
委
員
長
で
あ
る
松
本
会

長
か
ら
は
、
日
音
協
の
成
り
立
ち
、

音
楽
祭
の
経
過
の
説
明
が
あ
り
、
①

音
楽
祭
へ
の
ス
テ
ー
ジ
参
加
、
②
音

楽
祭
へ
の
観
覧
、
③
財
政
的
な
支
援

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
広
告
）
、
④
音
楽
祭
当

日
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
、
⑤
連
合
関
連

の
集
会
で
の
演
奏
機
会
の
提
供
な
ど

を
要
請
し
ま
し
た
。 

 

長
岡
市
で
開
催
す
る
新
潟
音
楽
祭

の
テ
ー
マ
は
、
「
届
け 

私
た
ち
の
思

い 

歌
に
の
せ
て 

空
に
広
が
る
花

火
の
よ
う
に
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

またまた大雪の中開催された第２回実行委員会 

 

音
楽
祭
ポ
ス
タ
ー
は
、
２
月
末
を

期
限
に
新
潟
県
内
の
美
術
系
大
学
・

専
門
学
校
の
学
生
、
新
潟
県
内
の
組

合
員
・
家
族
か
ら
募
集
し
ま
す
。
新

潟
県
実
行
委
員
会
で
応
募
作
を
審
査

し
、
最
優
秀
賞
（
１
点
）
、
優
秀
賞

（
１
～
２
点
程
度
）
を
選
考
し
ま

す
。 

 

音
楽
祭
１
日
目
の
６
月
３
日
に
全

国
交
流
会
を
４
年
ぶ
り
に
ア
オ
ー
レ

な 

長
岡
・
市
民
交
流
ホ
ー
ル
Ａ
（
長
岡

駅
前
・
長
岡
市
役
所
近
く
）
で
開
催

し
ま
す
。
「
新
潟
」
な
ら
で
は
の
交
流

会
と
な
る
よ
う
に
企
画
し
て
い
ま

す
。
全
国
の
お
い
し
い
お
酒
の
持
ち

寄
り
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

第
３
回
新
潟
県
実
行
委
員
会
は
５

月
９
日
に
開
催
予
定
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

（
竹
内
崇
志
） 

 

http://www.peace-forum.com/info/seigan-henoko.html
http://nichionkyou.org/
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2023年 2 月 1 日              音 楽 運 動              第 649 号（2） 

2023日音協青森県支部コンサート 
           1月 28日（土）17：00 

           青森市・かくれんぼ 

１、嵯峨 高  
・空に星があるように（作詞・作曲＝荒木一郎） 

・嘲笑（作詞＝北野武 作曲＝玉置浩二） 

・時代おくれ 

（作詞＝阿久悠 作曲＝森田公一 歌＝河島英五） 

・心の友（作詞・作曲＝五輪真弓） 

・海（作詞・作曲＝五輪真弓） 
  

２、金沢紀宏       
・今日までそして明日から（詩・曲＝吉田拓郎） 

・遠野物語（詩・曲＝あんべ光俊） 

・今ゆくのは俺たちさ 

（詩＝田中克弘 曲＝深尾泰之） 

・夜明け   （詩・曲＝松山千春） 

・闘いつづけて 歩きつづけて 

（詩＝長谷部憲明 曲＝嵯峨高） 
  

３、佐藤康弘     
・東へ西へ（詩・曲＝井上陽水）               

・南へ（詩＝岩間芳樹 曲＝窪田聡）              

・たずねておいで 

（詩＝安沢ひろみ 曲＝まとばよしお）    

・ミール イ ドゥルージュバ（詩・曲＝真野裕司） 

・続 てんびんばかり（詩・曲＝河島英伍）     
 

４、大嶋忠男 
・紙ひこうき（詩・曲＝大嶋忠男） 

・泣く子はいねぇが（詩・曲＝大嶋忠男） 

・カントリーロード（ジョン・デンバー） 

 

5、松本敏之 
・リトル・アニー（伝承曲） 

・風車の唄（古川豪） 

・ＯＮ THE ROAD 

       （まとばよしお・笠木博逸） 

・10年前のこと（松本敏之） 
 

6、甲屋文史     
・半透明の時間    （詩・曲＝甲屋文史） 

・ピエロの唄     （詩・曲＝甲屋文史） 

・星のパレード    （詩・曲＝甲屋文史） 

・落葉の頃に     （詩・曲＝甲屋文史） 

・夕日の部屋     （詩・曲＝甲屋文史） 
 

7、感謝の一曲 
・信頼（詩＝井田祐司 補＝飯島貞親 曲＝小山孝） 

 

 

 

佐藤支部長 

ヒゲの嵯峨さん 

甲屋文史の世界 

県支部の大トリ 

秋田から参加の大嶋さん 

演奏者は事前に 

検査キットで 

陰性を確認!! 

青森の松山千春こと 

金沢紀宏 

 

１
月
28
日
、
県
支
部
総
会
と
県
支
部
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
今
後
も
月
一
回
第
４
金
曜
日

に
「
か
く
れ
ん
ぼ
」
で
演
奏
力
を
磨
く
こ

と
を
確
認
し
、
16
時
に
は
終
え
ま
し
た
。

役
員
は
全
員
留
任
と
な
り
ま
し
た
。 

 

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
松

本
会
長
、
秋
田
か
ら
大
嶋
さ
ん
。
観
客
と

し
て
秋
田
の
後
藤
さ
ん
ご
夫
婦
が
参
加
。

総
勢
９
名
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

（
佐
藤
） 

盛り上がった「かくれんぼ」 

カントリー風に歌いあげた松本会長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 2 月 1 日              音 楽 運 動              第 649 号（3） 

「第 14回笑顔笑顔のクリスマスコンサート」

が、12 月 18 日にパレットくもじクリスマス広

場で行われました。この取り組みは、①アマチュ

アバンドの発表の場を作る ②すべての人に笑顔

を届ける ③街の活性化 を目的とし、今年は 8団

体の参加で開催し、沖音協は、企画･運営･演奏を

行いました。 

入れ替えの合間を利用して、社協ボランティア

団体の歳末助け合いカンパも呼びかけました。手

作りの路上コンサートでお金もかけず、ネットワ

ークを築けるのが一番の成果です。 （平良昌史） 

 

 

昨年 12月 20日、地元のレストランで「年忘れ

コンサート」と題した集まりがあり、ローカル線が

参加しました。 

中味は、懐かしのフォークソングから、オカリナ

演奏、安木節までと幅広い中、創作曲でいけるのか

と、一抹の不安はありましたが、会のトリで「テッ

ペンカケタカ」「クロマニョンが笑ってる」等五曲

を 30分程演奏しました。手応え十分で終えること

ができ、次回のチャンスももらえました。 

これからも一般の方に普通に聞いてもらえるメ

ッセージソングを目指し活動していきたいと思い

ます。                （塚本） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 2 月 1 日                 音 楽 運 動              第 649 号（4） 

 一般的な舞台にはあたりまえのようにある幕。はたら

くものの音楽祭でも、実はこの幕が、演出の重要な役割

を果たしてくれています。とは言え、立派なステージほ

ど幕の種類も豊富で多様な演出ができるようになってい

ますが、残念なことに、はたらくものの音楽祭で使用す

るのは基本的な幕のみ。ということで今月は、舞台幕の

超基本的な話となります。 

① 緞帳（どんちょう） 

 舞台と客席を仕切るための幕。舞台の最前に設置さ

れ、独特の刺繍を施した豪華な織物地の緞帳は、ホール

の顔とも言われます。昇降形式が主流ですが、今年の音

楽祭の会場となる長岡市のリリックホール・シアターの

緞帳は、引割り緞帳（ひきわりどんちょう）と言われ

る、中央から割れる形式の緞帳です。 

 緞帳は、公演の開閉を演出する役目をはたしながら同

時に、公演前後の舞台のバタバタ状態を客席から隠すと

いう役も果たしています。現在のはたらくものの音楽祭

では、30 分前に緞帳を降ろし、開場するようにしてい

ます。 

② 袖幕（そでまく） 

 読んで字のごとく舞台両袖に吊ってある幕です。実

は、配置された列によって名称があるのですが、舞台に

よって色々な呼び方をすることが多いのでここでは触れ

ません。 

 袖幕は、舞台関係者や出番前の司会や出演者または装 

置などを、観客の視線から隠すという目的で吊るされて 

います。あたりまえの話ですが、袖から客席が見える場 

所は、観客の視線から隠れていない場所となります。 

 

プライズ参加をして一同びっくり。抗がん剤治療で坊

主なのかと思っていたが、髪はふさふさ。変わぬ元気

な姿で現われ皆笑顔で出迎えた。今後も焦らずゆっく

り治療に専念してもらい復帰するのを待つのみだ。 

さて、コロナ禍で中断を余儀なくされていたＦＭカ

ンパニーのＣＤ作業は昨年の４月から再開した。 

月に２回のペースでのレコーディングを精力的にこ

なしたが、８月にはコロナ感染でクラスター事件にな

るなど話題に事欠かない作業だった。今年 1 月末でな

んとか全ての曲の収録を終えたので、あとは曲順やジ

ャケット作りに入る。 

作成枚数は思い切って３００枚をプレスする。まず

は６月の新潟祭典でのお披露目を皮切りに、その後は

北海道労働文化協会の５０周年記念レセプションやＣ

Ｄ発売記念ライブなども企画して渾身のＣＤを皆さん

に届けたいと考えている。なにやら的場さんが手作り

の「特別付録」をつけると張り切っているのでこちら

も乞うご期待。 

今年のＦＭカンパニーも楽しく面白くやっていきた

い。                 （磯野宏之） 

 

 

 

みんなの笑顔がいちばん 

③ ホリゾント幕 

 舞台最後方の大きな幕です。主流は幕ですが、昨年の

はたらくものの音楽祭会場のザ・ヒロサワシティ・小ホ

ールは、ホリゾント壁でした。リリックホール・シアタ

ーは幕です。 

 ホリゾント幕は、上や下から照明を当てて公演の背景

色を演出するための重要な役を果たしています。そのた

め幕の色は白または淡い色となっています。最近のはた

らくものの音楽祭では経費を抑えるために凝った照明か

らは遠ざかっていますが、背景となる照明の色は希望に

沿って当てています。（希望がない出演団体は、照明担

当者が演奏の雰囲気に合わせて色を変えています。） 

 背景の色によって演奏全体の雰囲気もアップします。

これまで希望を出されなかった団体も、YouTubeにＵ

Ｐされているはたらくものの音楽祭の動画などを参考に

しながら、今年は照明の希望も出してみてはいかがでし

ょうか。 

（坂口美日） 

 

③ ホリゾント幕 

② 袖幕 

① 

緞
帳 

音楽祭会場となる長岡市リリックホール・シアター 

北海道支部は 1 月１４日（土）に札幌市北区屯田地

区センターにて２０２３年度の定期総会を開催した。

参加者は９名。昨年秋から療養中の笠木さんが当日サ
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2023年 2 月 1 日              音 楽 運 動              第 649 号（5） 

原爆ドーム 

の
も
の
と
な
っ
て
い
て
、
い
わ
ば
日
本

人
の
精
神
的
風
土
を
作
っ
て
い
ま
す
。

私
は
音
楽
に
つ
い
て
も
の
を
い
う
資
格

が
な
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
自
分
を

見
る
に
つ
け
て
も
、
よ
い
音
楽
が
国
民

の
誰
に
と
っ
て
も
自
分
の
も
の
と
な

り
、
文
学
以
上
に
私
た
ち
の
豊
か
な
精

神
的
〇
〇
〇
〇
〇
〇
、
日
本
人
が
そ
の

中
で
育
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
ど
ん
な
に

い
い
か
と
考
え
ま
す
。―

そ
の
意
味
で
、

芥
川
さ
ん
の
新
し
い
出
発
に
心
か
ら
拍

手
を
お
く
り
ま
す
。
た
い
へ
ん
で
し
ょ

う
が
、
ど
う
ぞ
元
気
で
や
り
ぬ
い
て
下

さ
い
。 

 

■
関
根
弘
（
詩
人
） 

 

祝
・
創
刊
。
音
楽
運
動
に
た
い
す
る

統
制
主
義
的
な
傾
向
を
克
服
し
て
日
音

協
の
機
関
紙
が
誕
生
す
る
こ
と
は
祝
わ

れ
て
い
い
。
そ
こ
に
、
生
れ
る
べ
く
し

て
生
れ
て
く
る
も
の
の
必
然
が
あ
る
。

今
後
は
真
に
大
衆
の
創
造
の
芽
を
育
成

し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

 

■
水
上
勉
（
小
説
家
） 

 

い
ま
ま
で
労
音
に
所
属
し
て
い
た
芥

川
さ
ん
が
、
音
楽
を
も
っ
と
自
由
な
時

点
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
日
音
協
を

は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
、
そ
の
機
関
紙
を

出
さ
れ
る
こ
と
は
私
も
賛
成
だ
。
音
楽

は
誰
れ
も
が
自
由
に
き
き
、
歌
い
、
演

奏
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
は
音
楽
を
解
す
る
も
の
と
は
い

わ
ぬ
が
、
真
に
よ
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
は

耳
か
た
む
け
た
い
。 

             

■
宮
城
千
賀
子
（
俳
優
） 

 

新
聞
創
刊
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

わ
た
し
は
音
楽
は
好
き
で
す
が
、
音

楽
に
つ
い
て
の
知
識
は
深
い
方
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
音
楽
は
国
民
生
活

の
日
々
の
糧
と
し
て
む
か
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
真
の
意
味
で
多
く
の
人
に

む
か
え
ら
れ
る
現
代
音
楽
は
、
ま
だ
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

い
う
面
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
多
く
の

人
に
む
か
え
ら
れ
る
音
楽
を
、
作
っ
て

下
さ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。 

 

日
音
協
の
事
務
局
長
の
漆
崎
さ
ん
と

は
知
合
い
な
の
で
、
芥
川
さ
ん
や
皆
さ

ん
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
進
ま
れ
る
か
、

そ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

■
北
川
義
行
（
総
評
教
宣
局
長
） 

 

機
関
紙
「
音
楽
運
動
」
の
創
刊
を
祝

し
ま
す
。 

 

日
音
協
に
は
、
私
た
ち
職
場
の
音
楽

を
愛
好
す
る
ほ
ど
の
者
な
ら
積
極
的
に

入
会
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。 

 

芥
川
・
岡
田
・
印
牧
さ
ん
や
事
務
局

長
漆
崎
君
の
努
力
に
よ
っ
て
新
し
い
音

楽
運
動
の
機
運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

が
、
こ
れ
が
、
機
関
紙
発
行
に
よ
っ
て

一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。 

 

■
吉
野
源
三
郎
（
岩
波
取
締
役
） 

 

日
本
人
の
精
神
が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く

上
に
、
文
学
が
果
し
た
役
割―

い
ま
も

果
し
て
い
る
役
割
は
、
見
逃
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
夏
目
先
生
以
後
の
い
く
つ

か
の
傑
作
は
、
い
ま
で
は
完
全
に
国
民 

 

■
朝
倉
攝
（
彫
刻
家
） 

 

運
動
と
創
造
と
の
か
か
わ
り
あ
い
は

か
な
り
む
つ
か
し
い
問
題
で
す
。
い
ま

ま
で
は
労
音
が
、
大
衆
の
音
楽
と
し
て

や
っ
て
き
た
が
、
こ
ん
日
の
時
点
で
新

し
く
日
音
協
の
音
楽
運
動
が
も
り
あ
が

っ
て
き
た
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
で

す
。
い
ろ
い
ろ
の
主
張
や
運
動
が
あ
っ

た
方
が
よ
い
し
、
そ
れ
と
創
造
と
の
か

か
わ
り
あ
い
の
深
化
が
の
ぞ
ま
れ
ま

す
。 

 

■
新
珠
三
千
代
（
俳
優
） 

 

新
聞
の
創
刊
を
お
祝
い
い
た
し
ま

す
。
新
し
い
ご
出
発
が
お
お
く
の
人
の

心
の
糧
に
な
り
ま
す
よ
う―

 

 

こ
ん
ど
、
創
刊
さ
れ
る
新
聞
に
よ
っ

て
新
し
い
音
楽
運
動
を
起
こ
さ
れ
る
に

あ
た
っ
て
ー
わ
た
く
し
は
そ
う
い
う
点

と
少
し
ち
が
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
日

本
の
映
画
の
た
め
の
音
楽―

テ
ー
マ
音

楽
な
ど
に
も
新
し
い
局
面
を
ひ
ら
い
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

■
石
川
達
三
（
小
説
家
） 

 

芥
川
也
寸
志
君
の
新
し
い
出
発
を
お

祝
い
申
し
ま
す
。 

 

音
楽
に
つ
い
て
私
は
ま
っ
た
く
の
門

外
漢
で
す
が
、
歌
謡
曲
と
い
う
愚
劣
な

音
楽
が
テ
レ
ビ
の
番
組
に
氾
濫
し
て
い

る
の
に
は
、
ひ
そ
か
に
腹
を
立
て
て
お

り
ま
す
。
あ
の
下
等
な
流
行
を
ク
チ
ク

し
て
、
も
っ
と
美
し
く
楽
し
い
音
楽
を

民
衆
に
あ
た
え
る
よ
う
に
一
つ
努
力
し

て
下
さ
い
。 

  

■
お
お
ば
比
呂
司
（
漫
画
家
） 

 

芥
川
さ
ん
、
今
回
の
新
聞
創
刊
お
見

事
で
す
。 

 

私
は
仕
事
に
疲
れ
た
時
は
よ
く
レ
コ

ー
ド
を
ま
わ
し
ま
す
。
生
来
、
音
楽
は

嫌
い
な
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
と
し

て
芥
川
さ
ん
の
お
仕
事
振
り
を
テ
レ
ビ

な
ど
で
拝
見
し
て
い
ま
す
が
、
あ
の
ス

マ
ー
ト
さ
は
今
回
の
新
出
発
の
あ
ざ
や

か
さ
と
マ
ッ
チ
す
る
も
の
と
お
見
う
け

し
ま
し
た
。 

 

未
来
に
か
け
て
日
本
の
音
楽
の
た
め

に
、
よ
い
音
楽
運
動
を
深
め
て
い
っ
て

下
さ
い
。
ご
多
幸
を
祈
り
ま
す
。 

 

■
田
中
澄
江
（
劇
作
家
） 

 

日
常
の
言
葉
が
み
だ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
音
楽
作
品
に
も
み
だ
れ
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
み
だ
れ
た
ま
ま
の

音
楽
が
大
勢
の
人
の
耳
に
つ
た
わ
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
、
正
し
い
姿
勢
に
も
ど

し
、
み
ん
な
の
心
を
充
た
す
よ
い
音
楽

を
創
り
だ
す
運
動
に
し
て
下
さ
い
。 

 

■
井
上
靖
（
小
説
家
） 

 

芥
川
さ
ん
は
日
本
の
音
楽
界
の
一
つ

の
良
心
で
す
。
外
部
か
ら
見
て
い
る
と

芥
川
さ
ん
は
常
に
身
辺
を
清
ら
か
な
流

れ
で
包
ん
で
い
る
感
じ
で
す
が
、
こ
れ

は
余
人
の
真
似
て
及
ば
な
い
、
芸
術
家

と
し
て
立
派
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
芥
川
さ
ん
の
出
発
を
お
祝
い

し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
お
仕

事
に
一
層
の
期
待
を
寄
せ
ま
す
。 

        

◎
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声 

■
日
音
協
ソ
ン
グ
の
応
募
曲
、
推
薦
曲

や
、
各
地
で
発
表
し
て
い
る
新
曲
、
歌

の
力
が
物
語
る
も
の
で
歌
わ
れ
て
い
る

新
曲
や
替
え
歌
な
ど
な
ど
、
そ
れ
ら
の

つ
く
り
手
や
歌
い
手
に
よ
る
歌
の
説
明

や
ら
、
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
、
今

歌
う
の
は…

等
々
、
そ
の
類
の
記
事
が

な
か
な
か
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
音
楽
運

動
で
す
か
ら
「
新
し
い
歌
」
を
中
心
に

記
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。
■
「
ど
ん
行
」

記
事
に
共
鳴
し
て
い
ま
す
。
■
今
は
手

に
入
ら
な
い
よ
う
な
歌
の
楽
譜
や
編
曲

譜
等
（
が
欲
し
い
）
■
出
雲
市
役
所
前

で
「
戦
争
法
反
対
ア
ピ
ー
ル
集
会
が
毎

月
第
１
土
、
19
の
日
に
あ
り
、
今
村
氏
、

藤
川
氏
、
天
羽
氏
、
市
野
氏
等
の
曲
を

歌
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
共
産
、
社

民
、
共
産
系
諸
団
体
中
心
で
10
人
～
15

人
で
す
。
■
歌
の
力
が
物
語
る
も
の
の

毎
月
の
掲
載
に
励
ま
さ
れ
ま
す
。
官
邸

前
の
様
子
が
こ
の
11
年
で
様
変
わ
り
し

て
い
き
ま
し
た
が
、
私
の
中
で
は
音
楽

運
動
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
で
、
変

化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
／
音

楽
運
動
が
難
し
い
状
況
の
中
で
地
道
に

活
動
を
継
続
し
て
い
る
皆
様
の
こ
と
を

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
で
す
。
／
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
聴
き
に
行
っ
て
も
良
い
の
で

あ
れ
ば
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
小
旅
行
気
分

行
き
た
い
の
で
お
知
ら
せ
が
あ
る
と
嬉

し
い
で
す
。
■
毎
号
記
事
集
め
が
大
変

な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
欠
か
さ
ず
に

各
ペ
ー
ジ
を
記
事
で
埋
め
て
い
る
こ

と
、
感
謝
と
労
い
で
一
杯
で
す
。
■
個

人
の
感
想
で
す
が
、
見
出
し
な
ど
に
は

「
ポ
ッ
プ
体
」
の
使
用
は
合
わ
な
い
と

思
い
ま
す
。
／
会
員
の
顔
が
見
え
る
よ

う
な
企
画
を
お
願
い
し
ま
す
。
■…

…
 

◎
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後

の
編
集
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 
 

 
 

 

（
編
集
部
・
佐
藤
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▼
「
神
田
川
」
と
い
う
曲
は
73
年
に
発

表
さ
れ
、
ヒ
ッ
ト
し
た
た
め
都
内
観
光

の
コ
ー
ス
に
設
定
さ
れ
た
そ
う
だ
。
し

か
し
、
当
時
は
ド
ブ
川
だ
っ
た
の
で
す

ぐ
に
コ
ー
ス
か
ら
は
ず
さ
れ
た
と
の
こ

と
。
高
度
経
済
成
長
政
策
に
よ
り
10
年

で
所
得
倍
増
を
実
現
し
時
の
政
権
は
得

意
に
な
っ
て
い
た
が
、
大
量
製
造
・
大

量
消
費
が
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し

た
。
合
成
洗
剤
の
使
用
量
が
せ
っ
け
ん

を
上
回
っ
た
の
は
63
年
▼
こ
の
成
長

期
（
60
年
代
）
に
作
ら
れ
た
校
歌
に
は
、

煙
突
か
ら
も
く
も
く
と
煙
が
出
て
い
る

と
い
う
歌
詞
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
我

が
町
の
発
展
を
手
放
し
で
絶
賛
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
水
俣
や
四
日
市
で
公
害

が
発
生
す
る
と
歌
詞
は
書
き
換
え
ら
れ

た
。
公
害
問
題
は
67
～
69
年
に
裁
判
に

提
訴
さ
れ
た
が
、
発
症
は
水
俣
病
が
53

年
頃
、
四
日
市
喘
息
は
59
年
頃
と
提
訴

よ
り
ず
っ
と
前
で
あ
り
、
解
決
の
た
め

の
方
策
は
後
回
し
に
さ
れ
て
き
た
。
最

高
裁
で
患
者
側
が
全
面
勝
訴
す
る
の
は

高
度
成
長
末
期
、
よ
う
や
く
71
～
73
年

だ
っ
た
▼
気
候
変
動
の
悪
影
響
を
回
避

す
る
た
め
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
（
21
年
）
で
は

開
催
地
に
世
界
の
首
脳
が
集
ま
っ
た
。

そ
の
た
め
に
乗
っ
て
き
た
飛
行
機
は
全

部
で
４
０
０
機
。
そ
れ
も
民
間
空
港
の

商
業
路
線
で
は
な
く
大
統
領
専
用
機
、 

あ
る
い
は
チ
ャ
ー 

タ
ー
し
た
飛
行
機 

だ
っ
た
▼
環
境
問 

題
の
先
送
り
は
、 

若
い
人
に
確
実
に 

ツ
ケ
を
押
し
つ
け 

て
い
る
。 
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飯島貞親 

▼若い会員の交流会、４月〜５月に

延期▼２月１１日から２月１２日の

２日間、２０２３日音協セミナーと

合同開催予定だった、若い会員の交

流会は、多くの参加予定者の都合が

つかないことから、延期することに

しました。▼４月下旬から５月中旬

の土日２日間での開催を予定してい

ます。交流会のスタイルは、参加予

定者と連絡を取りながら決めていき

ます。詳細が決まりましたら、ご案

内いたします。▼６月の新潟音楽祭

に向けて、充実した交流会になるよ

うにしていきますので、ぜひご参加

ください。        （竹内） 

▼音楽運動の読者アンケートへのご

協力ありがとうございました。５面

に一部掲載しました。（同じような

内容のものは割愛させていただきま

した。）▼思えば、歴史ある日音協

の機関紙「音楽運動」。歴代の担当

者の方々がいろいろな編集方針をた

てて引き継いできてくれたものでし

た。▼今後とも皆さんのご意見とご

協力をいただきながら発行していき

たいと思います。     （佐藤） 

▼セミナー参加の皆さん「セミナー

のしおり」早めに送ります。（後藤） 

 

 

【
参
加
者
】
ス
ー
さ
ん
、
モ
リ
ヤ

さ
ん
、
は
し
ゆ
き
さ
ん
、
え
る
も

く
ん
、
イ
サ
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、 

 

達
哉
、
森 

 
 

 
 

 
計
８
名 

 

夜
遅
く
か
ら
雨
の
予
報
、
で
も

ま
だ
大
丈
夫
。
少
し
暖
か
な
夜
。

経
産
省
前
行
動
か
ら
の
人
た
ち

が
、
官
邸
前
で
集
会
が
あ
る
ら
し

い
、
と
茱
萸
坂
を
上
っ
て
行
っ
た
。

先
々
週
つ
く
っ
た
プ
ラ
カ
ー
ド

を
、
ク
リ
ッ
プ
で
フ
ェ
ン
ス
に
掲

げ
た
。
外
せ
と
言
わ
れ
る
か
な
、

言
わ
れ
た
ら
外
せ
ば
い
い
。
は
し

ゆ
き
さ
ん
が
小
さ
な
ス
タ
ン
ド
灯

り
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
く
れ

た
。 汚

染
水
放
出
の
時
期
が
決
ま
っ 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

１
／
13
（
４
６
５
回
）
報
告  

Ｒ
ｉ
ｃ
ｏ 

  

た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
春
～
夏

ご
ろ
か
ら
放
出
を
開
始
す
る
と
い

う
。「
風
評
被
害
の
払
拭
っ
て
い
う

け
ど
、
不
安
を
解
決
で
き
る
情
報

が
何
も
な
い
よ
」
「
『
風
評
被
害
』

は
事
実
無
根
の
事
。
で
も
根
も
葉

も
あ
る
事
実
」「
丁
寧
な
説
明
っ
て

誰
か
受
け
た
～
？
」
。
世
界
の
ど
の

国
で
も
や
っ
て
い
る
と
い
う
説
が

あ
る
け
ど
、
ど
こ
の
国
が
『
爆
発

後
の
燃
料
デ
ブ
リ
の
冷
却
水
』
を

放
出
し
て
い
る
と
い
う
ん
だ
？
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
の
不
具
合
や
、
除
去
さ
れ

き
れ
な
い
放
射
性
物
質
の
存
在
は

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
海
は
日

本
だ
け
の
、
自
分
た
ち
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
。
歌
う
『
水
に
流
す

な
』
に
力
が
こ
も
る
。 

先
週
教
え
て
も
ら
っ
た
『
原
発

は
い
ら
な
い
』
の
楽
譜
を
作
り
直

そ
う
と
、
モ
リ
ヤ
さ
ん
に
歌
詞
付

け
を
確
認
し
た
。
メ
ロ
デ
ィ
が
や

さ
し
い
の
で
、
３
番
の
怒
り
の
歌

詞
に
な
る
と
、
音
付
け
も
少
し
変

え
た
く
な
る
と
い
う
。
そ
れ
に
は

同
感
。
茱
萸
坂
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
い

う
こ
と
で
、
こ
こ
で
歌
え
る
楽
譜

を
作
ろ
う
。 

ス
ー
さ
ん
が
久
々
に
新
曲
を
披

露
し
て
く
れ
た
。
『
ラ
ブ
ユ
ー
東

京
』
や
『
好
き
に
な
っ
た
人
』
の

替
え
歌
で
原
発
さ
よ
う
な
ら
を
歌

う
の
が
面
白
い
。
メ
ロ
デ
ィ
が
懐

か
し
く
て
馴
染
む
な
あ
。 

７
時
を
過
ぎ
て
か
ら
、
カ
ン
テ

ラ
を
掲
げ
た
警
察
官
が
ふ
た
り
通

り
か
か
っ
た
。
何
か
言
い
た
そ
う

に
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
。
歌
の
最

中
だ
っ
た
し
、
リ
コ
ー
ダ
ー
や
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
は
声
が
か
け
辛
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。
達
哉
に
声
を
か

け
て
き
た
。
何
や
ら
尋
ね
て
い
る
。

そ
の
う
ち
達
哉
も
窮
し
て
、
母
に

視
線
を
送
る
。
警
察
官
は
け
っ
こ

う
粘
っ
た
が
、
あ
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